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やや深発地震による強震動記録を用いた震源・伝播経路・サイト特性の推定

A study of source, path and site effects by using strong motion data from intermediate-

depth events
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北海道東部地域で発生したやや深発地震によるK - N E T強震動記録、F R E E S I A - N E T広帯域記録のフーリエスペク
トルからインバージョンにより震源、伝播経路、サイト特性の分離を行った。その結果、やや深発地震はオメガ2
乗則から予想されるよりも多くの高周波数地震動を励起していた。また、火山フロント付近を境界としてそれよ
りも南側では周波数に依存するQ値が得られ、北側では周波数によらずほぼ一定のQ値が得られた。サイト特性は
低周波数帯では大局的な表層地質と調和的であった。

1 9 9 3年釧路沖地震( M＝7 . 8、深さ1 0 7 K m )が示すように、やや深発地震は被害を起こす可能性があり、その強震
動が震源、伝播経路、サイトによりどのような影響を受けているのかを知ることは強震動予測の観点からも重要
である。本研究では、北海道東部地域で発生したやや深発地震の強震動記録のインバージョンにより、やや深発
地震の震源特性と、同地域の伝播経路、サイト特性を推定した。

まず、1 9 9 7年1 1月1 5日に北海道東部域で発生したやや深発地震( M＝6 . 1、深さ1 5 3 K m )によるK - N E T観測点での
強震動記録を比較すると、ほぼ同じ震央距離にあるにも関わらず震央に対して南側では高周波が卓越し北側より
も数1 0倍大きな最大加速度を記録しているという特徴が見られる。そこで、Iwata and Irikura(1988)のインバージ
ョン法により震源、伝播経路、サイト特性の推定を行い、各特性が強震動に与える影響について考察した。解析
には北海道東部地域で発生した6つのやや深発地震( M = 4 . 1～6 . 1、深さ9 9～1 5 3 K m )を用いた。また、地震動が南北
で大きく異なっており、北側の観測点へ伝播する地震波が南側へ伝播するものよりも大きな減衰効果を受けてい
ると考えられるので、観測点を北側(減衰が大きい)と南側(減衰が小さい)の2グループに分け、それぞれについて
計算すべきであるが、用いた地震の規模が小さく北側での記録が少ないため南側の地域にあるK - N E T観測点( 1 5点)
とFREESIA-NET観測点(1点)のみを用いた。

得られた震源特性のうち、遠地記録から震源パラメターを推定できた1地震については、オメガ2乗則から予想
されるよりも高周波数地震動を強く励起していた。また、南側でのQ値は周波数に強く依存していた。サイト特性
は2～3 H z以下の低周波数帯では大局的な地質図と調和的だった。インバージョンで得られた震源スペクトルと北
側の観測点での観測スペクトルから北側のQ値を見積もると、周波数によらずほぼ一定のQ値が得られた。また、
Q値の異なる境界は火山フロント付近であると考えられる。
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